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例会日　毎週木曜日　12：30～13：30
例会場　東武バンケットホール４F（ポリアス）

事務所　　〒362-0035　埼玉県上尾市仲町1-8-31　新和エクセルビル303
ＴＥＬ 048-775-7788　／　FAX 048-776-9799　　

出席　　会員数　　３7　　　出席数　　24
欠席　　欠席数　　13　　　（％）　 64.86
前々回確定　　　　　　　　　欠席数 　  3
修正（％）　 　    91.89 　　   （Ｍ・Ｕ）    5

出席率
スマイルスマイル

齋藤博重会長／久保田幹事／藤村副幹事／
武重会員／岡野会員／大塚信郎会員／
富永会員／齋藤重美会員／井上会員／村岡会員／萩原会員／
神田会員／大木会員／細野会員／名取会員／大塚崇行会員／
島村会員／須田会員／樋口会員／野瀬会員／長沼会員／
斎藤修弘会員／北村会員／

で、なんとか特許をとるか、営業上の権利では商標をと
っておいた方がいいかなぁと思います。
　その頃、結婚をしました。結婚は自分にとって一大イ
ベントでした。「泉」から「細野」に姓が変わりました。姓
が変わるというのはいろいろな変化がありました。
　またこの機会に青年会議所に入りました。入会の勧
誘に来たのは大木パスト会長です。大木さんとは3歳か
ら一緒でしたので、57年間一緒にいることになります。
ＲＣでは大木さんが会長になる時に幹事をやれと言わ
れ、二つ返事でやらせていただきました。
　上尾ＲＣに入会させていただいて私はいろいろな方
とお話しをする機会が増え、よくいろいろな団体で「異
業種の交流」と言われますが、ロータリーと言う団体は、
上下関係がありつつも、それぞれの立場を尊重してくれ
る団体だと思います。いろいろな勉強をさせていただき
ました。54歳の時に市長から教育委員をやれと言われ
ました。教育委員とは「教育の専門家ではない、一般住
民の意向を教育行政に反映するもの」と言われまして、
委員をお受けさせていただきました。そして57歳の時、
教育委員長となり上尾の子どもたちのためにいろいろ
なことをさせていただいております。
　今後もロータリー活動を継続させていただきます。ご
静聴いただきありがとうございました。

細野会員、卓話ありがとうございました！
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井上　清 100.00% 100.00%
宇多村　海児 100.00% 100.00%
大木　保司 100.00% 100.00%
大塚　崇行 100.00% 100.00%
大塚　信郎 100.00% 100.00%
岡野　晴光 100.00% 100.00%
尾花　正明 100.00% 100.00%
神田　博一

100.00% 96.30%
100.00% 85.74%

吉川　公夫 100.00% 100.00%
久保田　勲 100.00% 100.00%
古賀　昇 50.00% 32.78%
小林　邦彦 100.00% 100.00%
齋藤　重美 100.00% 100.00%
齋藤　哲雄 100.00% 100.00%
斎藤　修弘 100.00% 100.00%
齋藤　博重 100.00% 100.00%

島村　健 100.00% 100.00%
須田　悦正 100.00% 100.00%
関口　和夫 100.00% 100.00%
武重　秀雄 100.00% 100.00%
富永　建 100.00% 100.00%
長沼　大策 100.00% 97.22%
名取　勝 100.00% 94.44%
野瀬　将正 100.00% 100.00%
萩原　修 100.00% 97.22%
樋口　雅之 100.00% 100.00%
深澤　圭司 100.00% 100.00%
藤村　作 100.00% 100.00%
細野　宏道 100.00% 100.00%
宮島　亜矢子 50.00% 45.19%

門崎　由幸
村岡　武仁 100.00% 100.00%

横山　泰史 100.00% 83.52%
吉野　丈朗 75.00% 68.52%
渡邉　清 100.00% 92.22%

2014～2015年度　3月　出席表

会員名 当月（％） 通算（％）3月26日
第2585回

3月19日
第2584回

3月12日
第2583回

3月1日
第2582回

創立　１９６３年３月１６日

会　長　　齋藤　博重
幹　事　　久保田　勲
副会長　　齋藤　哲雄
副幹事　　藤村　　作
編集責任者・
クラブ広報委員長　　長沼　大策　　

2014‒15年度R.I.テーマ

　　　　
4月30日  （時間変更）
　　　　 会員卓話
　　　　 島村　健会員

ビジターゲスト
　2015年 米山記念奨学生
　  共栄大学ローターアクトクラブ
   （提唱クラブ：春日部RC）
　  周 彬（しゅう びん）君
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第２588回　例会
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ロータリーに輝きを

会長あいさつ
　本日も例会に出席を頂き誠に有難うございます。本日は、新しく上
尾クラブとしてお迎えをする米山記念奨学生の周彬さんにおいで頂き
ました。皆さん宜しくお願い致します。後ほどカウンセラーの細野パ
スト会長にご紹介頂きます。
　また、地区の活動としてＲＹＬＡ研修で東北に行かれました大塚パ
ストガバナー寒い中お疲れ様でした。そして、次年度国際交流委員長
の大木パスト会長は、韓国での地区大会への参加ご苦労様でした。
　昨日は、第５グループの会長幹事会がありました。６月の会長幹事
会は新旧合同ということもあり、実質最後の会長幹事会となりました。
今年も良い出会いがあり、楽しい経験をさせて頂きましたが、私も含
めて各クラブの会長さんも終盤を迎えてホッとしている気持ちと寂し
い気持ちが錯綜していました。
　さて、今日は、松下幸之助氏の言葉で「叱ってくれる人を持つこと
は、大きな幸福である」という名言について少しお話をしたいと思い
ます。大事なのは、叱ってくれる人です。怒ってくれる人では、あり
ません。「叱る」と「怒る」は、似たような言葉ですが、「叱るのは、
相手のため」で「怒るのは、自分のため」と言えば、分かりやすいで
しょうか。要するに「怒る」というのは、何か嫌なことをされた時に、
自分が感じる感情をさし、「叱る」というのは、相手に良くなっても
らいたいという気持ちを込めて指示することです。自分のことを本気
で叱ってくれたり、本気で褒めてくれたり、時には、一緒になって喜
んでくれたり、悲しんでくれたりと、そういう人とたくさん出会えれ
ば、当然、人間的にも成長できるはずです。
　一番身近な存在は、家族であると思いますが、同級生であったり、
先輩であったり、後輩であったりと関わりの中で、同じ気持ちになれ
る人が多ければ多いほど心も穏やかになれるのではないでしょうか。
しかし、たとえ出会えても、ちょっと叱られたくらいであの人は嫌い
だと決めてしまい、それ以上の関係にならないことも多くあると思い
ます。その中には、自分にとっても大きな存在となり得る人がいたか
も知れません。自分自身が叱られているのか、怒られているのかを判
断することが、大きな分岐点になるわけです。ですから、先ほど言い
ました「叱る」と「怒る」の意味をしっかりと理解することが大切で

齋藤　博重会長
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幹　事　報　告
久保田　勲幹事

カウンセラー　細野宏道会員

　◆ロータリー米山記念
奨学生　入学式が５月９
日午後２時からにラフレさ
いたまで開催されます。周
さんと、次年度米山委員長
とカウンセラーが出席予定
になります。よろしくお願いいたします。
　◆テレビ等でペットボトルキャップについて報道され
ていますが、クラブ会長幹事宛に「当地区が行っている
ペットボトルキャップ回収・ポリオ撲滅活動については、
ご案内のとおり皆様に集めていただいたキャップを換
金しその額そのままをロータリー財団のポリオプラス寄
付として直送しております」と文書が届いています。
　◆大空ＲＣ・倉金会長さんから、ロータリーデーのチ
ャリティーコンサートについてご案内がきております。
2015年6月1日、彩の国さいたま芸術劇場で「大空には
ばたけ　愛の響き」が開催されます。当クラブとしてもぜ
ひ大勢の方にご参加いただければと思います。倉金会
長と周幹事がキャラバンにもお越しになるそうですので
またその時にご案内していただきます。
　◆訃報です。上尾ＲＣ第41代会長をお務めいただい
た岡戸廣吉氏がお亡くなりになりました。アザレアホー
ルにて、18日に通夜が、19日に告別式が行われます。

あると思います。
　また、「叱る」「怒る」以前の問題として、「嫌
われたくない」とか「波風を立てたくない」とかと
思うのが日本人の大半であるとも思います。いずれ
にしましても、自分が発信するにしても受けるにし
ても「叱る」と「怒る」の区別して欲しいと思いま
す。自分自身の大きな幸福のために、親身になって
、叱ってくれる人を多く持ちたいものです。出会い
の機会をチャンスと捉えて、どんどん輪を広げて行
って頂ければと思います。
　以上をもちまして、会長挨拶と致します。本日も
宜しくお願い致します。有難う御座いました。

きました。濱野ガバナーを
筆頭に14名で行ってまい
りました。次年度の国際大
会がソウルということで、た
いへん力が入っておりまし
て、私は初めて韓国の地区
大会に参加したのですが、何回か参加したことのある方
に伺ったら、今までで一番の歓迎だとのことでした。
今の李晶鉉ガバナーはたいへん力のある方で、寄付額
と会員増強では№１だそうです。例えば10人位のクラブ
が50人くらいに増えたり、財団への寄付額が№１など
でＲＩに表彰を受けたことがあるそうです。メンバーに聞
いたところ、李ガバナーは口も出すが金も出すので人気
があるのだ、とのことでした。
　次年度も国際交流委員を担当しますので、韓国や台
湾から来るお客様の接待や、海外へ行く場合はガバナ
ーと一緒に行く形になると思いますのでご協力のほどお
願い申し上げます。

地区国際交流委員会　大木保司委員
地区活動報告

　会長からもご紹介された通り、4月4日～8日まで友好
地区であります韓国の3750地区の地区大会に行って

2015年 米山記念奨学生紹介

　4月11日（土）に2015学年度 米山記念奨学生カウン
セラーの初顔合わせとオリエンテーションに参加してき
ました。奨学生31名、カウンセラー、委員会の方々がい
て、カウンセラーの注意事項等、講義を受けてきました。
　その席で、上尾ＲＣで受け入れる周君と初めて会いま
した。たいへん真面目だなぁという印象を受けました。
委員会の要望で4月中、なるべく早い時期に奨学生を各
クラブに招待してくださいと言われましたので、本日周
君に来てもらいました。本日、周君には短く挨拶していた
だきますが、5月9日の入学式が終わった後、例会に来て
いただいて正式に挨拶していただく予定です。

AGEO ROTARY CLUB

例会主題～会員卓話　
『自分史』

細野　宏道会員

の決勝戦にまで進みました。決勝戦では負けて準優勝
になり、その当時珍しかった県の強化合宿に参加した
のがいい思い出です。ちなみにその時優勝した人は高
校・大学に進んで天皇杯をとりました。
　高校でも毎日テニスをしていました。高校は男子高だ
ったので、学園祭の時に浦和一女の生徒が大挙して押
し寄せてくるのが年に１回の楽しみでした。
　両親が宮城県出身とお話ししましたが、大学受験の
時になんとなく仙台に行きたいなぁと思っていて、東北
大学に入学し、祖母宅に下宿しました。その頃の学生は
みんなお金がなかったので、月末には祖母宅に集まり
食事をしていました。また仙台ということで学食で昼食
した後、スキーに行っていました。スキーに明け暮れ、ゲ
レンデスキーではなく競技スキーを楽しんでいました。
そんなスピードの速いスキーを40歳近くまでしていた
頃に無理をして前十字靱帯を断裂してしまい、今はスキ
ーはまったく出来なくなりました。
　学生の頃は工学部で、８年間大学にいられるので留
年は当たり前でした。私は大学院に行きたいなぁと一念
発起をして勉強をしました。大学３・４年の頃は流体力
学にめぐり合い、研究所に行きました。（ここでお線香に
火をつけ、大人のための理科教室～実験実施）ここで線
香の煙がまっすぐ上がるのが「層流」。それがくるくるっ
と回るのが「乱流」。必ず層流から乱流に遷移する。ちな
みに大学院での修士論文は「回転円錐体周囲の境界層
遷移の研究」でした。流れの可視化の実験では大学の
大型コンピュータを使い計算するのですが、１回計算す
るのにお金がかかったわけですが、たいへん恵まれてい
て莫大なお金を使わせていただきました。私がＲＣに入
ったいちばん最初の卓話で「ロケットの先端のことをや
っていました」と言ったのはこのことです。ロケットにはた
いへん興味がありました。宇宙開発事業団が東大と共
同研究をしていたので、本当はそちらにも行きたかった
のですが、卒業後は旭硝子という会社に入社しました。
　ガラスを作っている会社は、日本の中では３社くらい
しかありません。三菱財閥系の会社でした。よくビルなど
で、外から見ると鏡のようになる「熱線反射ガラス」の開
発を私は担当していました。
　旭硝子には5年間ほどいて、それから実家の会社に一
度戻りましたが、その後、法律事務所に行きました。法律
と特許の部門があり、クライアントはニッサン自動車さ
んなどでした。特許とは産業財産権で、特許権、実用新
案権、意匠権、商標権があります。ご自分の会社で何か
あった場合は、実用新案権は権利が狭まってしまったの

2015年 米山記念奨学生　周　彬（しゅう びん）君
　皆さん、こんにちは。中国
から来ました周 彬と申しま
す。現在、共栄大学 国際経
営学部４年生です。日本に
来て5年くらい経ちました。
さまざまなことを体験しま
したが、人生でいちばんプラスになるのは、やはりロータ
リーの方 と々触れ合えることだと思います。本日は短い
挨拶ですが、皆様に感謝の気持ちを表したいと思います。
社会の大先輩である皆様からいろいろ教えていただき
たいと思いますので、どうぞよろしくお願いいたします。

　昨年11月に還暦になり
ました。一度０歳に戻り、今
回の卓話は人生を振り返
るいい機会をいただいたな
ぁと思っています。
　私は昭和29年に世田谷
で生まれました。父は、上尾ＲＣの泉浩第13代会長の
弟です。生まれてすぐに上尾に来て、中央小学校、上尾
中学校と進みました。父も母も宮城県出身だったので小
学生の頃は七夕も含めて宮城に行っていました。宮城県
というと牛タンを思い浮かべる方が多いと思いますが、
私が小さかった頃は牛タンはほとんどなく、山形米沢牛
が有名で、仙台は笹カマボコなど魚を食べていました。
　中学生時代はクラブ活動で軟式テニスをしていまし
た。当時、上尾にあった５校の中学校による市内大会の
決勝は、だいたい僕と関口次年度会長の対戦になって
いました。大会で優勝すると県大会になるのですが、あ
る大会で先生がエントリーをし忘れたのですが、いきな
り第１シード選手と対戦して勝ち、勢いがついて県大会


